平成23年10月
全附連教育研究委員会
教育実習の実態と課題に関する調査研究（平成23年度）
・全体で35問の設問があります。
・この調査用紙は、回答用紙も兼ねています。回答は、全て回答用紙にご記入ください。回答の大部分は選択式ですが、一部に記述によるものがあります。
・記入されたものをE-mailまたはFaxで宇都宮大学教育学部加藤謙一へ、平成23年11月30日（水）までに
ご返信下さいますようお願いします。

　　　　E-mail：katok@cc.utsunomiya-u.ac.jp
      Fax：０２８－６４９－５２４４
回答校園：　　　　　　　　大学　　　　　　　　　学部，附属　　　　　　　　　　　　　　 
学校園についてご回答ください。
【地区】
１．北海道　２．東北　３．関東　４．北信越　５．東海　６．近畿　７．中国　８．四国　９．九州
【校種】
1． 幼稚園　  ２．小学校　 ３．中学校　 ４．高等学校（専門学校を含む）　 ５．初等学校
６．中等学校（専門学校を含む）　７．特別支援学校　 ８．その他
【規模】
　　１．学級数（　　　）　２．園児・児童・生徒数（　　　　）名　　
３．教員数（常勤：校園長を含む）（　　　）名　　（非常勤：その他）（　　　）名
【形態】
1． 教員養成系総合大学　　２．教員養成系単科大学　　３．非教員養成系大学
【地理的条件】
1． 大学と同じキャンパスにある（または徒歩約10分以内の距離）
2． 大学から2km以内（または徒歩約20分以内の距離）
3． 大学から2km－4kmの距離
4． 大学から4km以上離れている
5． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
１．教育実習の事前指導は誰がおもに行っていますか。
　　１．大学教員　　２．附属学校園教諭　　３．１と２が半々　　
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２．教育実習の事前指導はおよそ何時間行っていますか。
　　　　（　　　　）時間
３．教育実習の事前指導の指導方法はおもにどのようなものですか、あてはまるものすべてに○をつけてください。
　　１．講義　　　２．演習
３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４．教育実習の事前指導の指導内容はおもにどのようなものですか、あてはまるものすべてに○をつけてください。
１．心構え　　２．教師の役割　　３．勤務内容　　４．観察方法　　５．担当指導内容　
６．学級経営　７．指導案の書き方
８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．教育実習の事後指導は誰がおもに行っていますか。
１．大学教員　　２．附属学校園教諭　　３．１と２が半々
４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
６．教育実習の事後指導はおよそ何時間行っていますか。
　　　　（　　　　）時間
７．教育実習の事後指導の指導方法はおもにどのようなものですか。
　　１．講義　　２．演習　　３．討論（反省会）
　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
８．教育実習で指導している附属学校園の教員は1人につき、実習生を何人指導していますか。
１．1－2名　　　２．3－4名　　３．5名以上
９．指導する実習生の人数は適切だと思いますか。
　　１．はい　　　　２．いいえ
10．問９で「いいえ」と回答した方におたずねします。指導する実習生は何人くらいが適切だと思いますか。
（　　　　　　）人
11．教育実習はどこで実施していますか。
　　１．附属学校園のみ　　２．附属学校園および協力校　　３．協力校のみ　４．実習生の母校のみ
　　５．その他（　　　　　　
12．実習期間において実習生はおよそ何時間授業（教壇実習、1週間の平均）を行っていますか。
　　１．１－２時間　　２．３－４時間　　３．５－６時間　　４．7時間以上
13．実習期間中の実習生の教壇実習の時間数は適切だと思いますか。
　　１．はい　　　　２．いいえ
14．問13で「いいえ」と回答された方におたずねします。教壇実習の時間数は何時間が適切だと思いますか。
　　　　（　　　　　　　）時間
15．教育実習の期間中に大学教員は実習生に指導していますか
1． はい　　　　２．いいえ
16．問15で「はい」と回答した方におたずねします。その指導内容はどのようなものですか、あてはまるものすべてに○をつけて下さい。
　　１．指導案について　　２．普段の授業について　３．研究授業について
　　４．その他(                                                                            ) 
17．教育実習に不安や問題を抱えた学生（例えば：精神的、身体的持病を有する）に対する相談や指導などを実施していますか
　１．はい（どのような方法ですか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　２．いいえ
18．教育実習の目的についてどのようにお考えですか、あてはまるものすべてに○をつけて下さい。
１．「教育実習即教育研究」の立場で、大学教育との一体的関連における実践的研究能力や態度の形成
を目的とする。
　２．教師としての完成教育であり、教師に必要な知識・技術の修得と、明確な教育精神（教育者とし
ての人格）を備えた教師の育成を目的とする。　
３．「入職教育」であり、新任当初から職務を遂行するための直接的準備を目的とする。
　４．教育および教職について体験的に理解するとともに、教師適性についての自己評価・進路決定に
資することを目的とする。
　５．教員免許資格取得のための実習で、免許法上の要件充足を目的とする。
　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
19．教育実習は実習生の子どもへの理解を深めていますか。
１．よくあてはまる　　２．ややあてはまる　　３．どちらかといえばあてはまらない　
４．あてはまらない
20．実習生の授業づくりの能力を高めていると思いますか。
　１．よくあてはまる　　２．ややあてはまる　　３．どちらかといえばあてはまらない
　４．あてはまらない
21．実習生の教職に対する意識を高めていると思いますか。
１．よくあてはまる　　２．ややあてはまる　　３．どちらかといえばあてはまらない
　４．あてはまらない
22．実習生の教員になる意欲を高めていると思いますか。
１．よくあてはまる　　２．ややあてはまる　　３．どちらかといえばあてはまらない
　４．あてはまらない
23．教育実習の事前指導は充実していると思いますか。
１．よくあてはまる　　２．ややあてはまる　　３．どちらかといえばあてはまらない
　４．あてはまらない
24．教育実習の事後指導は充実していると思いますか。
１．よくあてはまる　　２．ややあてはまる　　３．どちらかといえばあてはまらない
　４．あてはまらない
25．教育実習期間中に該当学年だけでなく、学生（他の学年や大学院生を含む）が参観する日はどの程度ありますか。
　１．10日以上　　２．7～9日　　３．4～6日　　４．1～3日　　５．なし　　６．不明
26．教育実習期間中に大学教員が参観する日はどの程度ありますか。
　１．10日以上　　２．7～9日　　３．4～6日　　４．1～3日　　５．なし　　６．不明
27．教育実習の評価はどこ（誰）が行っていますか。
　１．附属学校園の教員　　２．大学教員　　　３．両者
28．教育実習の評価の観点あるいは評価基準は明文化されていますか。
　１．はい　　　　　２．いいえ
29．問28で「はい」と回答された方におたずねします。その内容を実習生に知らせていますか。
　１．はい　　　　　２．いいえ
30．教育実習を受講するための条件がありますか。
1． はい（具体的にその条件を以下の欄にご記入下さい）

2． いいえ
31．教育実習生を指導する上で十分な予算措置が取られていると思いますか。
1． はい
2． いいえ（その理由は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
32．問31で「はい」と回答された方におたずねします。実習を実施するための予算計画はどこが行っていますか。
　１．大学　　　２．学部　　３．附属学校園　　４．その他
33．大学院（修士レベル）における教育実習を実施またはその検討をしていますか。
　１．実施している　　２．実施に向けて検討している　　３．実施していない
34．教育実習を充実させるために附属学校園と大学・学部との間に組織的な体制がとられ、会議が行われていますか。
　１．はい（年3回以上は会議を行っている）　　　２．はい（年1－2回会議を行っている）
　３．委員会のような組織はあるがほとんど会議は行われていない
　４．いいえ
35．教育実習における最も改善すべき問題を1つあげ、それに対してどのように対応しているのか記述してください。
ご協力ありがとうございました
例：事前に修得必要な授業科目名や教職科目、教科教育法科目などの単位数など
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